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乙
の
目
録
は
故
新
村
出
先
生
の
自
筆
覚
書
を
も
と
と
し、
原
文
原
本
及
び
新

村
家
で
全
集
編
纂
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
約
三
千
枚
の
カ
l
ド
に
よ
っ
て
補
訂

し、
主
と
し
て
言
語
学・
国
語
学・
語
志
語
源・
南
蛮
紅
毛
関
係
の
も
の
を
編

者
の
考
へ
で
選
ん
だ。
時
間
的
な
制
約
と
編
者
の
健
康
の
都
合
と
で
不
備
な
点

の
多
い
と
と、
ま
た
精
粗
よ
ろ
し
き
を
得
な
い
乙
と
を
お
そ
れ
つ
つ
も、
一
応

乙
乙
に
発
表
す
る
が、
よ
り
整
備
さ
れ
た
目
録
は
本
年
夏
秋
の
交
よ
り
出
版
予

定
の
『
新
村
出
会
集』
掲
載
の
も
の
を
待っ
て
頂
き
た
い。
な
ほ
全
集
に
も
先

生
の
業
績
の
全
部
を
網
羅
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
が、
絞
ら
な
い
も

の
も
題
目
だ
け
は
で
き
る
だ
け
掲
げ
る
予
定
で
あ
る
と
聞
く。

明
治
三
十
年
六
月
二
十
二
日

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科
第一
学
年

試
験
論
文
「
日
本
音
韻
研
究
史」
(
選
集
固
に
収
む)

三
十一
年
二
月

昨
年
に
於
け
る
国
語
学
界
概
観
(
帝
国
文
学)

三
十一
年一
月
二
十一
日

真
淵
の
語
学
に
就
い
て
(
日
本
新
聞)

三
十一
年

演
習
論
文
「
国
語
音
韻
論」

三
十一
年
六
月

第
二
学
年
論
文
「
上
古
文
字
論
批
判」
(
原
稿
存)

三
十一
年
八
月

言
語
と
思
想
と
(
抄
訳)
|
ス
ト
ロ
ン
グ
「
独
逸
語
史」

柊

源、

編

よ
り
|
(
帝
国
文
学)

明
治
三
十
二
年
六
月

草
野
文
学
士
の
総
主
の
説
に
就
き
て
(
帝
国
文
学)

三
十
二
年
十一
月

総
主
の
説
に
就
き
て
岡
沢
氏
に
質
す
(
帝
国
文
学)

三
十
三
年
三
月

ヤ
コ
プ・
グ
リ
ム
上
(
言
語
学
雑
誌一
の
二)
四
月

問
中
(
同
誌一
の一二)
十
月
間
下
ノ一
(
同
誌一
の
九)
三
十

四
年
八
月

間
下
ノ
二
(
同
誌
二
の
五)

三
十
三
年
八
月

日
本
人
の
眼
に
映
じ
た
る
星
(
言
語
学
雑
誌一
の
七)

三
十
三
年
八
月

羽
衣
伝
説
拾
遺
(
帝
国
文
学)

三
十
三
年
十一
月

新
定
羅
馬
字
書
方
に
就
て
(
東
大
教
師
フ
ロ
ー
レ
ン

ツ
稿、
新
村
出
訳。
言
語
学
雑
誌一
の一
O)

三
十
四
年一
月

羅
馬
字
書
方
の
改
正
に
就
て
(
言
語
学
雑
誌
二
の一
)

三
十
四
年一
月
『
語一詞
の
意
義』
(
エ
ル
ド
マ
ン
著)
(一
言
語
学
雑
誌
二

の一
)

三
十
四
年
六
月

語
学
滴
滴
(
言霊同
学
雑
誌
ニ
の
三)

三
十
四
年
六
月

伊
豆
方
言
中
の
星
の
名
と
嵐
の
名
(
言
語
学
雑
誌
ニ
の

一一一)

三
十
四
年
六
月、
七
月
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明
治
三
十
四
年
七
月

田
口
博
士
の
言
語
に
関
す
る
所
論
を
読
む
(
言
語
学
雑

誌
二
の
四)

三
十
四
年
八
月

言
語
学
入
門
第
五
編
意
義
変
化
(
言
語
学
雑
誌
二
の

五
附
録)

三
十
四
年
八
月

言
語
の
慣
用
(
言
語
学
雑
誌
二
の
五)

三
十
四
年
十一
月

田
口
博
士
に
答
へ
て
言
語
学
の
立
脚
地
を
明
に
す

(
史
学
雑
誌)

三
十
四
年
十一
月

イエ
ス
ペ
ル
セ
ン
氏
「
言
語
進
歩
論」
抄
訳
(
名
著

綱
要

早
稲
田
大
学)

三
十
四
年
十一
月
よ
り
三
十
五
年
五
月

声
音
学
大
意
(
教
育
学
術
界
四

の一
よ
り
翌
年
五
月)

三
十
五
年
七
月

音
韻
変
化
の
死
活
(
言
語
学
雑
誌
三
の
二)

〔
の
ち
「
音
韻
変
化
作
用
の
消
長」
と
改
題〕

三
十
五
年
八
月

方
言
の
調
べ
方
に
関
す
る
注
意
幻
(
言
語
学
雑
誌
三
の

一一一)
(
本
稿
竹
な
し)

三
十
五
年
十
月

明
治
以
降
音
韻
学
年
表
(
稿)

三
十
五
年
十
月

享
保
以
降
の
音
韻
学
年
表
(
稿)

三
十
五
年
十一
月

享
保
以
前
の
音
韻
学
年
表
(
稿)

三
十
六
年
九
月

国
語
音
韻
調
査
委
員
会
「
音
韻
及
口
語
法
取
調
に
関
す

る
事
項」
〔
各
府
県
に
配
布〕

三
十
六
年
八
月、
九
月、
十
月

音
韻
変
化
の
諸
原
因
(
東
洋
哲
学)

三
十
七
年
十
二
月

東
西
語
法
境
界
線
概
要
図
編
了

三
十
七
年
十
二
月

国
語
上
の
規
範
を
論
ず
(
教
育
学
術
界
廿
八
の
四)

三
十
八
年
三
月

国
語
調
査
委
員
会
編
「
音
韻
調
査
報
告
書」
及
附
図

三
十
八
年
三
月、
四
月

国
語
に
於
け
る
東
国
方
言
の
位
置
(
教
育
学
術

界
十
の
六、
十一
の一
)

明
治
三
十
九
年
三
月

音
韻
調
査
報
告
書
に
就
き
て
伊
沢
修
二
氏
に
与
ふ
(
教

育
界)

三
十
九
年
四
月
日
本一
と
日
本
晴
(
初
出
不
明。
の
ち
選
集
二)

三
十
九
年
六
月

詞
の
八
衝
百
年
記
念
(
国
学
院
雑
誌
本
居
春
庭
翁
記
念

号。
器、
東
大
言
語
学
会
主
催
詞
八
街
記
念
祭
開
会
辞)

三
十
九
年
九
月

長
野
県
上
水
内
郡
声
音
学
講
習
筆
記

三
十
九
年
十一
月、
十
二
月

桃
源
瑞
仙
の
事
蹟
(
史
学
雑
誌)

三
十
九
年
十一
月、
十
二
月

音
韻
史
上
よ
り
見
た
る
「
カ」
「
ク
ワ」
の

混
同
(
国
学
院
雑
誌)

三
十
九
年
十
二
月、
四
十
年
四
月

文
雄
上
人
の
功
業
(
宗
教
界)

三
十
九
年
十
二
月

口
語
法
調
査
報
告
書
二
冊
(
岡
田、
保
利、
新
村、

亀
岡)

四
十
年一
月
三
日

阿
関
陀
正
月
(
大
阪
朝
日
新
聞)

四
十
年一
月

泉
南
宗
仲
論
師
補
考
(
国
学
院
雑
誌)

四
十
年
二
月

国
語
問
題
今
昔
談
(
教
育
学
術
界)

四
十一
年一
月
三
十一
日

林
宗
二
の
事
政
(
東
大
国
文
談
話
会
筆
記。

教
育
界
四
十一
年
三
月
掲
載)

四
十
二
年
六
月

勧
善
紗
(
禅
宗
六
月)

普
通
教
育
日
本
文
典
(
開
成
館)

四
十
二
年
六
月

普
通
教
育
国
語
綴
字
法

四
十
二
年
八
月

太
極
蔵
主
の
聖
徳
太
子
伝
(
禅
宗)

四
十
二
年
九
月、
十
月

天
草
出
版〔
の
ち
に
「
天
草
吉
利
支
丹
版」〕
の

平
家
物
語
抜
書
及
其
編
者
に
つ
い
て(
史
学
雑
誌
二
O
の
九・
十)

四
十
三
年
三
月

静
岡
県
方
言
辞
典
序
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明治
四
十三
年
四
月
よ
り
十二
月
ま
で

(
芸
文一
の一
ll九)

四
十三
年
四
月
西
洋
文
学翻
訳の
鳴
矢
(
太
陽
二ハの
五)

四
十三
年五
月
普通
教
育日
本
文
典別記
(
開
成
館)

普通
教
育
国
語
綴
字法
別
記
附
録
教
科書ノ
検
定
又

ハ
編
纂ニ
関シ
文
法上
許
容スベ
キ
事
項(
開
成
館)

四
十三
年六
月
南
風(
極
東
流
貨の
詩人
カモ
エ
ン
ス
を
憶ふ)
(芸

文一
の一ニ)

四
十三
年六
月
餓
悔
録
(
初出不明 。
の
ち
南
蛮
広記
等)

四
十三
年七
月
落
葉
集(
国
学院
雑
誌)

四
十三
年七
月
国
謡
史上
の一
疑
問
東国方言沿革考

(
史学
研
究会
講

演
集
第三
冊)

四
十三
年
十
月 、
十二
月
鷹
狩
上 、
下
(
芸
文一
の
七・
九)

四
十三
年
十一
月
テ
オフ
ィロ・

プ
ラガ
と
葡
萄
牙
文
学(
芸
文一
の

八〉

四
十
四
年一
月
嶺
南
思出
草(心の
花〉

四
十
四
年一
月
金
句
集(
芸文二
の一)

四
十
四
年一
月
国
語
系
統の
問題
(太
陽一
七の一)

四
十
四
年二
月
欧
洲に
伝はっ
た
和
訓
菜
(
教
育
学
術
界)

四
十
四
年六
月
文
線
旧訳
伊
曽
保
物語
(
開
成
館)

四
十
四
年
六
月
印
度
副王
よ
り
笠
臣
秀
吉に
贈っ
た
害
状(
芸
文二
の

ムハ)

四
十
四
年七
月
伊
曽保
物語
校
訂の
後に
(
芸
文ニ
の
七)

四
十
四
年六
月
十一 、
十三 、
十
四日
笠
公
宛
南
蛮
古
文
書の
新
発
見

(
読
書
新
聞〉

文
緑
旧
訳
伊曽保
物語

九

明
治
四
十五
年一
月
極の
葉(心の
花)

四
十五
年一
月
沈
鐘の
伝
説(
芸
文三
の一)

四
十五
年
四
月
耶
蘇
会出
版
太平記
抜
書
巻
第二
巻
頭口
絵
解
説
(
芸

文三
の
四)

四
十五
年七
月
日
本
往
古の
図
書
館概
観
(大
阪
斡日
新聞)

四
十五
年七
月
南
嶋を
恩ひ
て
||伊

波
文
学士
の
「
古
琉
球」
に
及

ぷ
||(

芸
文三
の
七)

大正
元
年八
月
四日
古書の
保
存と
図書
館(
大阪
朝日
新
聞)

元
年八
月
新
定
教
科目
本文
典(
開
成
館〉

元
年
九
月
古
謡
研
究上
の
新
資料(心の
花)

元
年
九
月
活
字
印
刷
術
伝
来
考(
芸
文三
の
九)

元
年
十
月
八
幡
船
時
代の
俗謡
(心の
花)
〔の
ち
改題
「
倭定
時
代

の
俗謡」
と
内
容は
同じ〕

元
年
十
月
「
新
謡
曲百
番」
(霊
山)
(
芸
文三
の
四)

二
年一
月七日 、
十一
日
国
字の
将
来(
大阪
時
事
新
報〉

二
年二
月
鎖
国(
芸
文
四の二)

二
年
四
月
へ
ツベ
ル
号を
読ん
で
か
ら(S
生)
(芸
文
四の
四)
〔の

ち
「
伯
林の
恩
出」
と
改題〕

二
年七
月
メ
キシコ
旧
版の日
本文
典(
芸
文
四の
七)

二
年九
月
乾
坤
弁
説の
原
述
者
沢
野
忠
庵
(
史学雑
誌)

二
年九
月
古
渡りのゴ
ブ
ラン
織(
解
説)
(
芸
文
四の
九)

二
年九
月
男
信を
懐ふ
|義

門法
師の
百
年忌に
際して
|

(
俳味)

古謡
研
究
史上
の
新
資料(心の
花)

去
来一
家のと
と
(
俳味)

蝦
夷に
関
する
古
歌(心の
花)

二
年
九
月

二
年
九
月

三
年一
月
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大正
三
年三
月
契
沖の
狂
歌と
若
沖の
書
簡(
心
の
花)

三
年
四
月
文
膝
元
年
天
草耶
蘇
会
学
林
開
板の
平家
物
語
(
解
説)(
芸

文五
の
四)

三
年
六
月
高橋
景保の
満
洲
語
学
(
芸文五
の
六)

三
年七
月
満洲
語
学
史料補
選
(
芸文五
の
七)

三
年
九
月
伊
勢
諜
民の
事
蹟
(
史的
研
究)

三
年
九
月
古銅
版
画と
辻
蘭
室
(
芸
文五
の
九)

三
年
九
月
十三
日
百
年
前の
欧洲
戦
乱と
鎖
国
時
代の
日
本(
大
阪
毎

日
新聞)

三
年
十二
月
南
蛮
本平
家
物語
抄(選
集に
芸文
所
載
と
あ
れ
ど
無し 。

の
ち
南
蛮
広
記
等)

四
年一
月
足
利
時
代に
於る
日
本と
南
国と
の
関
係(
芸文
六の一)

凶
年三
月
琉球
語の
聖
書(
解
説)
(
芸文
六の三)

四
年三
月
万
葉
集と
遊
仙
窟
(心の
花)

四
年八
月
南
蛮
記
(
東亜
堂
書
房)

四
年八
月
北
島見
信の
『
紅
毛
天
地二
図
資
説』
(
典籍
研
究)

四
年
九
月
日
本
南
国関
係史
料補
選
(
芸文
六の
九)

四
年
九
月
平
沢
元
償の
長
崎
松
前漫
遊
(
歴
史地理)

四
年
十
月
朽
木
昌
綱の
蘭文
書
翰
(
解
説)
(
芸文
六の一
O)

四
年
十一
月
「訳
詞
長
短
話」
の一
部
(
解
説)
(
芸文
六の一
一)

四
年
十一
月
図
書
館の一
隅よ
り
(
芸文
六の一
一)

四
年
十一
月
南
蛮
寺の
遺
銭
(
禅
宗)

四
年
十一
月 、
十二
月
京
都近
代
学
術
論
(
中
央公
論)

五
年五
月
天
明
時
代の
海
外
恩
想
〔の
ち
「
智
識」〕
(
史
学雑
誌)

五
年二
月 、
四
月
国語
およ
び
朝
鮮
語
の数
詞につ
い
て
(
芸文七
の

二 、
同
四)

大正
五
年五
月
桑木
氏の
「
哲
学と
文
芸」
を
読みつ
つ

文七
の
五)

五
年五
月
間
学者と
し
て
の
象
山先生(『
佐
久間
象
山』
附
録)

五
年七
月
蘭
書訳
局の
創設
(
史林一
の三)

五
年七
月
『
慶長
以
来
書
頁集
覧』
序
(の
ち
選
集三)

五
年八
月七
日
日
本
文
学の
海洋
趣
味(の
ち
南
蛮
更
紗
等)

五
年
九
月
上
回
君の
遺
稿を
さ
ぐ
りて
(
芸文七
の
九)

五
年
十
月
洋画
史
談(ほ
ん
や
埋草)

五
年
十一
月三
日
西
征
求法
歌
集
(
大日
本仏
教全
書、
遊
方
伝
叢
書

第三)

六
年一
月
成
尋
法師の
入
宋と
そ
の
母(
心の
花)

六
年一
月
和
蘭
伝
来の
洋
画
(
史林二
の一)

六
年一
月
賎民
名称
考
(
経
済
論
叢
四の一)

六
年一
月
西
洋
画伝
来の
起
源
(
太
陽)

六
年二
月
徒
然
草の
感
興(
森
本『
徒
然
草と
其口
訳』
序)

六
年
四
月
本邦
英語
学
史話
(
英語
青
年)

六
年八
月
若
杉
磯八
の
油
絵
「
海
戦図」
(
解
説)
(
芸文八
の
八)

六
年
十一
月
長
崎唐通
事の
満洲
語
学(
芸文
八
の一
一)

六
年
十一
月
茂陸
論を
読みて
東国を
懐ふ
(心の
花)

六
年
十一
月
万葉
集
品
物研
究の一
資
料(心の
花)

七
年一
月
徳川
初
期に
於け
る
仏
徒の
耶教
排
撃(
歴
史と
地理一
の

一一一)
県
居翁と
異国趣
味
(
心の
花)

慶長
年
間の
京都
耶
蘇
信
徒の
墓
碑(
史
林三
の一)
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大正
七
年一
月
セ
イス
教
授を
送る
(
芸文
九の一)

七
年二
月
切
支
丹
宗の
遺
物
(歴
史と
地理一
の
四)

七
年二
月
燈
火
紅(
重
山子)
(
芸文
九の二)

七
年七
月
安土
桃
山
時
代の
天
主
教
教
育(大
学及大
学生三)

七
年七
月
高
橋
作
左
衛
門
景
保の
事
践(
中
学世界)

七
年七
月
京
都
南
蛮
寺
興
廃
考(
史
林三
の三)

七
年七
月 、
十二
月
南
蛮
録
上・
下
(
芸文
九の
七・一
二)

七
年七
月
「大
黒
屋
光
太
夫
碑」
撰文
(
伊
勢
若
松
村
建碑)

七
年八
月
朝
鮮
司訳院日
満
蒙語
学書
断
簡
解
説
〔
京
大
蔵版
新
刷
発

布〕
(
芸文
九の
八)〔
本書は
別
刊 。
年
月記
載な
し〕

八
年一
月
林
道
春及び
松
永
貞
徳と
耶
蘇
会
者
不
子ハ
ビ
ア
ン
(
涯
史

と
地理
三
の一)

八
年二
月
万
葉
学
年報に
関
す
る
卑
見(心の
花)

八
年二
月
南
蛮
絵
扉
風解
説
(
芸文一
Oの二)

八
年三
月
選
択
集
古版
本
考(
宗
教
界)

八
年三
月
版
本
備
忘
録
(ほ
ん
や)

八
年三
月
柱
下
没語
(
冊
府)

八
年七
月
太平
洋上
の
捕鯨
船
と日
本の
開
国
(
歴
史と
地理)

八
年八
月
行
雲
(
霊
山生)
(
芸文一
Oの
八)

八
年八
月
山口
茂一
君訳ル
l
ド

ネ
フ
家
古文
典序
(の
ち
選
集三)

・
八
年八
月
足
利
学
校の
盛
時と
西
教
宣伝
(
史林
四の
四)

八
年
九
月
内田
氏の
追
想(
芸文一
Oの
九)

八
年
十二
月二
十日
標
準
語の
問題
(
東
京
中
央放
送
局
編
『乙
と
ば

の
講座』)

九
年一
月
遊
支
雑
感
(
太
陽二
六の一)
(の
ち
那波
利
点
『
燕
呉
裁

筆』
の
序と
する)

大正
九
年一
月 、
二
月
元
大
都大
覚
寺
住
持日
本
国
沙
門
東洲
至
道
(
芸aX

一
一
の一
・一一)

九
年三
月
続
西
征
求法
歌
集(心の
花)

九
年四
月
要
法
寺版の
研
究(
図
書
館雑
誌)

九
年八
月
水
府紀
行
(
芸文一
一
の
八)

九
年九
月
南
蛮に
関
す
る
僅
謡そ
の
他
(心の
花)

九
年九
月
芸亭
院と
賀陽豊
年(
芸
文一
一
の
九)

九
年
十
月
徳川
幕
府の
耶
教
禁
圧と
係
者(
史林五
の
四)

十
年一
月
我
国旧
時の
活
字本
(
六
条
学報)

十
年二
月
石上
宅嗣の
芸
亭につ
きて
(
芸
文一
二
の二)

十
年三
月
日
蓮
聖
人の
困
難
予
言(
芸文一
二
の三)

十
年九
月 、
十
月
大
西
洋上
よ
り
(
芸文一一一
の
九・一
O)

十
年
十一
月
万
葉
集の
欧訳
(心
の
花)

十一
年一
月
エ
ス
ペ
ラン
トの

好望
〔の
ち
南
蛮更
紗〕

十一
年二
月
吉
利
支
丹文
学
断片
(
芸文一
三
の二)

十一
年五
月
唐
宋版
本
雑話
(
歴
史と
地理)

十一
年五
月
更
紗の
名義(
太
陽)

十一
年五
月
阿
満
得
寿
氏党
文
読
本
序
(の
ち
選
集三)

十一
年六
月 、
七
月
日
英
関
係
図
書
展
観
志
上・
下
(
芸文
二ニ
の

六・
七)

十一
年七
月
近
世
輸入
服飾
品と
其
名
称(某
所
談
話
原
稿 。
選
集一)

十一
年七
月
パ
ク
l-一
ン
来
航の
事な
ど
〔の
ち
選
集二〕

十一
年八
月
更
紗の
語
稼(
森
鴎
外博士の
追
憶)
(心の
花)

十一
年八
月
海
賊の
話(
初出
不
明 。
の
ち
南
蛮
更
紗)
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大正
十一
年
十一
月
選
択
集
大
観
該
(の
ち
選
集三)

十二
年一
月一
日
時
間
を
測る
器(
週
刊
朝日
新
年
号)

十二
年二
月 、
三
月 、
四
月
慈
雲
尊者
伝
記
資
料
了
二・
三
(
芸
文

一
四の二・
三・
四)

十二
年二
月
日
本
最古の
銅
版
画
(
詩と
版
画)

十二
年三
月
摂
津高
槻
在
東
氏
所
蔵の
吉
利
支
丹
抄
物 。
摂
津高
槻
在

東
氏
所
蔵の
吉
利
支丹
造
物 。
摂
津
高
槻
在
東
氏
所
蔵の
吉
利
支

丹
遺
物
補
選 。
京
都
及
其附近
発
見の
切
支
丹墓
碑〔
浜田
耕
作

と
連
名〕
(
京
都
帝
国大
学
文
学
部
考古
学
研
究
報
告第七
冊)

十二
年三
月
真
如
親
王の
記
念
と
新
嘉
披
(歴
史と
地理)

十二
年三
月
南
北
朝〔の
ち「吉
野」〕
時
代の
金
沢
文
庫(
図
書
館
雑
誌)

十二
年三
月
賀留
多の
伝
来
と
流
行
(
芸
文一
四の三)

十二
年
四
月
今
川
氏
時
代
駿
州古
刊
書
志(
駿
州
学
友
会雑
誌)

十二
年
四
月
真
如
親
王の
御
年譜
備
考(六
月
東
寺
講 ・
演の
た
め
覚
書

と
し
て
起
稿)

十二
年四
月
青木
毘陽
伝
補訂
(
史
林八
の二)

十二
年
四
月
南
蛮
趣
味と
和
歌
其
他
(心の
花)

十二
年
四
月
煙
草と
煙
管(
初出
不
明 。
の
ち
南
蛮
更
紗)

十二
年六
月
遵
守
聖
範の
旧-訳
本(
初出
不明 。
の
ち
南
蛮
更
紗)

十二
年七
月 、
八
月 、
九
月
伊前田
保
物語の
漠
訳につ
い
て
上・
下

(
芸
文一
四の
七・
八・
九)

十二
年
十一
月
追
憶よ
り
懐
古へ
(
故
厨川
辰
夫
博
士
追
悼)
(
芸
文

一
四の一
一)

十二
年
十二
月
九日
長
崎
再
遊(
初出
不
明 。
の
ち
南
蛮
更
紗)

十三
年一
月
真
宗と
切
支
丹(
大
谷大
学
新
聞)

大正
十三
年一
月
遅羅の
日
本町
(
史林)

十三
年三
月
原
博士
の
追
懐につ
きて
(
芸
文一
五
の三)

十三
年四
月
日
本
美術
史上の
新
研
究
(の
ち
南
蛮
更
紗)

十三
年六
月
言語
学史上に
お
けるシ
lボル
ト

先生
(シ
lボル
ト

研
究)

十三
年八
月
校
本万
葉
集の
公
刊
をととほ
ぎて(
校本
万
葉
集
附
巻)

十三
年
十二
月
南
蛮
更
紗(改
造
社)

十
四
年一
月
『
吉
利
支
丹
叢
書』
解
説(珍
書
大
観
大
阪
毎日
新
聞社)

十
四
年一
月
十二
日
か
ら
十七日
夕刊
私の
ぽ
ん
と
町
呼称
考(「の

ん
き
な
話」
京
都日
出
新
聞)

十
四
年一
月
往古に
於ける
上
海と日
本
との
史
的関
係(経
済
論
議)

十
四
年三
月
葵文
庫と
駿
河
文
庫(
葵文
庫に
て
講
演 。
同
文
庫パ
ン

フレッ
ト)

十
四
年三
月
南
蛮
画
扉
風の
感興
(仏
教
美
術)

十
四
年三
月
堺
港の
異国
情
致
ll

堺
港と
欧洲
人
111戸

堺
市
史
議 .

演
集〉

十四
年三
月
明
冶以
前
洋
画の
源
流(恩
賜
京都
博
物
館「
明治
以
前

洋
画
展
覧会」
に
因む
講
演 。
の
ち
選
集一)

間道
考(
古
代
織
物)

異
域
研
究者と
し
て
の
新
井
白石(
歴
史と
地理一
五
の
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十
四
年五
月

十四
年六
月

ムハ)

十四
年六
月
洋人
郊
外
遊楽
図の
感興
(
仏
教美
術)

十四
年六
月七
日
摂
政宮台
覧
の
吉
利
支丹
遺
物
(
週
刊
朝日
七
の

二
五)

十四
年六
月
デカ
メロ
ン
の
邦
訳
本(
書
物
礼
讃)



大正
十四
年七
月
横
山由
清の
魯
敏
孫
漂
行
紀
略(
典
籍
之
研
究)

十四
年八
月
伊
間
保
物
語
其
他(心の
花二
九の
八)

十四
年
九
月
南
蛮
広記
(
岩
波
書居)

十四
年九
月
典籍
叢
談(
問
書
院)

十四
年
九
月
買
騒
漫
筆
(
文
芸
春
秋)

十
四
年九
月 、
十五年一
月
小
関三
英の
訳
書『那
波
列
翁
伝』(
書
物
礼
讃)

十四
年
十
月
所
謂
京
都
南
蛮
寺遺鐙の
伝
来に
関
する
異
説(
史
林一

Oの
四)

十
四
年
十一
月一
日
先
覚
者
と
し
て
の
佐
久
間
象
山(日
出
新
聞八
京

都V)

十
四
年
十一
月一
日
切
支
丹
使
節の
羅
馬入
(
週
間
朝日)

十四
年
十一
月
続
南
蛮
広記
(
岩
波
書庖)

十周
年
十一
月
彰
考
館
所
蔵の
吉
利
支
丹
関
係
図
書(
典籍
之
研
究)

十五
年一
月
縞
(
婦人
公
論)

十五
年一
月
伊
曽
保
物語の
漢
訳(
明
星)

十五
年一
月
媛
管(
文
芸
春秋)

十五
年一
月
校
注切
支
丹
鮮血
遺
書
序(
松
崎
実
校
注同
書 。
改
造
社)

十五
年三
月よ
り
昭
和二
年三
月
天
草
本
平
家
物語
抄一
l一

二
(
包

井一品
孝
稿 。
新
村
出
緒
言 、
補)
(
芸
文一
七
の三
l一

八
の
三)

十五
年四
月
司
馬江
漠(
文
芸
春
秋)

十五
年七
月
サ
ト
ウ
氏の
『日
本耶
蘇
会刊
行
書志』(
反
響七
月
号)

(周
年
十二
月
『日
本耶
蘇
会刊
行
書志』
複
製の
解
題
と
して

「
南
蛮
文
学研
究の
源
泉」
と
改
題)

十五
年七
月
異
国
俳
趣
記
(
新
小
説=
二
の
七
「
南
蛮
紅
毛
号」〉

十五
年七
月
駿
図
書史
賛
語
(
本道
楽)
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大正
十五
年七
月
呂
宋の
真査(
中央公
論)

十五
年七
月二
十五
日
紅
毛
船の
造
物
貨秋
山隊
(
週
刊
朝日)

大正
十五
年七
月
昭和二
年六
月 、
十一
月
晩
学書志(
書
物礼
讃)

十五
年八・
十月
エ
ラス
ムス
と
作品秋
上・
下(
芸
文一
七の
八・
九)

十五
年八
月
東
遊一
ヶ
月(
改
造)

十五
年八
月
村
岡
典樹
氏の「
吉利
支
丹又
学
抄」(
文
芸春秋)

十五
年
九
月
司
馬江
漢
と
駿
府
及
庵
原(
本道
楽)

十五
年
十一
月
エ
ラス
ムス
と
貨
秋考拾
遺(
芸
文一
七
の一
一)

十五
年
十
月
西
教
徒の
管見に
入っ
た
戦記
文(
国
語と
国
文
学〉

十五
年
十
月
キセ
ル
の
語
源(
文
芸
春秋)

昭
和二
年一
月
日
本と
返緩
との
貿易につ
きて
(
史
林一一一
の一)

二
年一
月
シ
l

ボル
ト

先生
と
江
戸の
蘭
友(
文
芸春秋)

二
年一
月
十日
御大切
といふ
言
葉(
大阪
時
事新
報)

二
年一
月二
十五
日
愛と
いふ
言
葉(
大
谷
大
学新
聞)

二
年一
月
船の
丸
号(
中
央公
論)

二
年一
月
世
界
言
語
志の
古
版
本(
書物
礼
讃)

二
年四
月
バ
ジェ
ス
の
「日
本図
書目
録」〔の
ち
典
籍
散語に
収む〕

二
年四
月
『
新訳
聖
書
文
献
考』
序

二
年五
月
船
舶
史考(
更生
閣)

二
年六
月
『天
草
本平
家
物語』
序
及び
凶(
翻
字亀
井高
孝)
(
岩
波

主閏
活)

二
年六
月
国
語
問
題
今
昔談(の
ち
選
集四に
収
む)

二
年六
月
満
洲語
学
史
料
断片(
起
稿)

二
年六
月
妙
貞
問
答
外二
書解説(日
本古
典全
集
ぎ
や
どぺ
か
ど
る

下 、
妙
貞
問
答 、
破提
字斯 、
顕偽
録)
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昭
和二
年七
月
藤
代
素人
博
士
を
依ふ
(
芸
文一
八
の
六・
七
合
併
号)

二
年七
月
寧
楽文
化の
極
疲
期
と
新
夫
子の
招
科(
奈良
文
化)

二
年七
月
うぶ
すな
考
(
中
央公
論)

二
年七
月一
日
山言
葉
(
京都
帝国
大
学新
聞)

二
年八
月
故人の岡山出
(
文
芸
春
秋)

二
年八
月
我図
書
志(
典
籍之
研
究)

二
年九
月
島問
土
産
(
小
山太
郎)
(
芸
文一
八
の
九)

二
年九
月
海
容の
王
静安
君
(
芸文一
八
の
九)

二
年九
月
十九日
よ
り
十
月五
日
まで
南
国
巡
礼
(
大
阪
朝日
新
聞)

二
年
十
月
駿
河の
俳人
(
本道
楽)

二
年
十
月二
十三
日
南
蛮
本の
回
収
(サン
デ
ー

毎日)

二
年
十
月
とて
も
補
考(
芸文一
八
の一
O)

二
年
十一
月
海
表
叢
書一 。
三
年一
月
間一一 。
三
月
間
三 。
四
月

同
四 。
六
月
間
五 。
十一
月
間
六)

二
年
十一
月
隼人語
と
馬来
語
(
民
族)

二
年
十一
月
日
本吉
利
支
丹
版
本の
回
収
(
書物の
趣
味)

二
年
十一
月
書
物
芸
術上
の
ヰ
リ
ア
ム・
モ
l
リ
ス
と
本阿
弥
光
悦

(
書
物の
趣
味)

二
年
十二
月
東
方
言語
史
叢
考(
岩
波
書庖)

三
年一
月五
日 、
六日
日
本
気
質(
大阪
時
事
新
報)

三
年一
月
更
紗散
録(
太陽)

三
年一
月
法
被を
着て
(
改
造)

三
年一
月
プ
ラトン
の
言
葉
|岡

本三
右
衛門の
こ
と
(
文
芸
春
秋)

三
年一
月
伊
曽保
物語の
旧
代和
本

三
年一
月
放
行
軽
唇
音
沿
革
考(
国
語国
文の
研
究V

昭
和三
年一
月
伊曽保
余考(
同
右)

三
年二
月三
日
言語
学会の
新
機運
(
東
京
朝日
新
聞)

三
年三
月
伊
曽保余
談(
本道
楽三
の三)

三
年四
月
伊曽保
余談
後
談(
本道
楽三
の
四)

三
年五
月
伊
曽保
行
脚(
書
物の
趣
味二)

三
年五
月
印
度
更
紗の
源
流(
仏
教
美術)

三
年五
月
兼
霞
堂の一
遺
著に
就て
(
大阪
府立
図
書館
長
今井
貫一

君
在
職二
十五
年記
念講
演
集)

三
年五
月
坂口
博士
を
憶ふ
(
芸文一
九の
五)

三
年六
月
十一
日
耶
蘇
会土日
本通
信
村上
直
次
郎
博士の訳
(
東

京日々
新
聞 、
大
阪
毎日
新
聞)
(
両
紙
内
容
少
異あ
り)

三
年六
月
船に
関
する二
三
の
名称
(
芸文一
九の
六)

三
年七
月七日
伊曲目保
物語
展
観
目録(
於
京
大楽
友
会館)

三
年七
月
十三
日 、
八
月四日
大
庭君の
著を
読む
(
長
崎
新聞)

三
年

熊
沢
蕃
山と
吉
利
支
丹禁制(
高
瀬
博士記
念支
那
学論
叢)

三
年八
月
南
蛮文
学概
観
(日
本文
学講座一
九
新
潮
社)

三
年
十
月
天
平時
代の
国
語
(
天
平の
文
化)

三
年
十
月
貨秋
像
伝
来径
路の
想定
(
史林
十三
の
四)

三
年
十
月
文
様旧
訳天
草本伊
首保
物
語
(
改
造
社)

三
年
十
月
上
野物語のζ
と
(
古
典)

三
年
十
月
英公
使オルコ
ッ
クの
日
本文
典
(
同
志
社
文
学)

三
年
十
月
南
蛮貫
録(
文
芸春
秋)

三
年
十二
月
異国
仙
趣
集(
海
表
叢
書別巻 。
更生
閣)

三
年
十二
月
深田
絞
舟
君を
悼
む(
芸文一
九の一
二)

三
年
十二
月
伊
白
保
浸
祭(
書
物の
趣
味三
ぐ
ろ
りやそ
さ
えて)
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昭
和
四
年一
月五
日
尾
州
吉
利
支
丹の
源
流
(
新
愛
知
新聞)

四
年一
月五
日
和
蘭
陀
勧酒
歌(
大
阪
時
事
新報)

四
年一
月
十五
日 、
十
六日 、
十
七日
名
古
屋
蘭
学
史談(
新
愛
知
新聞)

四
年二
月
和
蘭ラ
イ
デン
大
学
訪
書志
(
書
物
礼
讃)

四
年二
月 、
三
月
天
草
木
異
本ど
ち
りな
き
りした
ん
上・
下(
芸文

二
Oのニ・=一)

四
年三
月
うぷ
すなに
あ
まへ
る
(うぶ
すな)

四
年三
月二
十二
日
遺
欧
青
年
使
節と
吉
利
支
丹文
化の
移入
(
大
阪

朝日
新
聞
社「
開
国文
化
展」
講演 。
の
ち
吉
利
支
丹
研究
余録)

四
年四
月三
日
吉
利
支丹
女
性の
話
l

細川
ガ
ラシ
ヤ
夫人の
事な
ど

ー(
全
関
西
婦人
聯
合
大
会講演 。
朝日
会
館 。
の
ち
余
録)

四
年五
月
春明
夢
余
録
(文
芸春
秋)

四
年六
月
影
模
蘭文
古版
絵
入
伊曲目保
物語の
断
簡(
書
物の
趣
味四)

四
年七
月
イ
ソッ
プ
物語
(日
本
児童
文
庫
第七
輯
アル
ス)

四
年九
月
知
遅
集
(
書
物
礼
讃X)

四
年九
月
南
蛮関
係の一
新
資
料(
書
物
礼
譲X)

四
年九
月
支
那
印
花
布源
流
考
資料(
内
藤
博士領
寿
記
念
史
学
論
叢)

四
年
九
月
六日
吉
野み
や
げよ
り
||日

本霊
異記
の
仮
名
本
lll

(
中
外日
報)

四
年
十
月
国語に
於
けるF
H
両
音の
過
渡
期(三
宅
博士
古稀
祝
賀

記
念論
文
集)

四
年
十一
月
南
山
訪
書紀
行(
書
物の
趣
味)

四
年
十一
月
京大
文
学
部所
蔵
天正
年間
遺
欧
使
節
関
係
文
書〔
浜

田
耕
作と
共に
解説〕
(
京
大
史
学研
究
室)

凶
年
十一
月
薩
道
先生
景
仰
録
|i

吉
利
支
丹
研
究史
回
顧
l!

?

ろ
り
あ
叢
書
第一一編
ぐ
ろ
り
あそ
さ
えて)

昭
和五
年一
月
「ウ
ブス
ナ」
新
研
究
(
院
報第
十四
輪

五
年一
月
装
釘か
装
偵か
(文
芸春
秋)

五
年二
月
サン
デ
氏編
述天正
年
間遺
欧
使
節記
序
言(
本文は
泉
井

久
之
助
訳 。
新村出
閲)
(
歴
史と
地理二
五
の二
三)

五
年四
月
浪汗
考(
小川
博
士
還
暦記
念
史
学地理
学
論
叢)

五
年五
月
絵巻
本伊
曽保
物語の
伝
歴(
愛
書趣
味)

五
年五
月
浪
汗
記
(
改造
社)

五
年七
月二
十九日
日
本吉
利
支
丹
版
本の
新
発
見
il

慶長五
年
活

字
本の
『
倭
漢
朗詠
集』

||(
大
阪
釘日
新聞)

五
年八
月一
日
十(ト
ウ)
の
語
源
語
史
||ト

ツ
とい
ふ
の
を
音
声

上
略
した
||(

中
国
新聞)

五
年八
月
九
州
吉
利
支
丹
史
蹟大
観
及び
長
崎
礼
讃 。
写
真
解
説七
釘

(日
本地理
大
系
九 。
九州編 。
改造
社)

五
年八
月
南
国
巡礼(
梓書
房)

五
年八
月十
九日
切
支
丹
研
究
五
部
書
||

姉
崎
博
士
の
近
著
||

(
大
阪
朝日
新
聞)

五
年九
月
南
蛮
紅
毛
史
料〔二
冊 。
海
表
並
呑別
題〕
(
更生
間)

五
年九
月
吉
利
支
丹研
究史回
顧(日
本文
学
講座
一
九
新潮
社)

五
年
十
月
羅
馬教
皇
宛
大
友
宗
麟
書
状に
就い
て(
浜田
耕
作と
述
名 。

史
林一
五
の
四)

五
年
十
月
石上
宅嗣
卿
顕彰記
念碑
撰
文
(天理
図
書
館
前に
建碑)

五
年
十
月
イッ
卜

及
其
他の
話(文
芸春
秋)

五
年十一
月
希般
学 。
酋班
牙研
究(仏
関
西
科
学下
巻 。
日
仏
会
館)

五
年十一
月
スバ
ル
星の
記
(旅と
伝
説)

大
阪
国
学院)
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昭
和五
年
十一
月
東
亜
語
源志
(
岡書
院)

六
年二
月
藤
井
健治
郎
博士
を
憶ふ
(
芸
文二二
の二)

六
年二
月
浜田
青
陵
博士の
「
天正
遺
欧
使
節
記」
政文
(
選
集一)

六
年六
月
南
蛮
文
学(
岩
波
講
座日
本文
学「日
本と
外来思
潮
との

交
渉
二」

六
年七
月
古
逸
吉
利
支
丹
小
説の
片
影
(
書
物
展
望一)

六
年七
月
語
源
と
語
史
(『乙
と
ばの
講座』
第一
絹
音
声
学
協
会

研
究社)

六
年七
月五
日
天正
遺
欧
使
節
記
(
京
都
帝国
大
学新
聞)

六
年八
月
新
村出
集
(
現
代日
本
文
学全
集五
八
の
内 。
改
造
社)

六
年八
月 、
九
月
片
言(
解
題)
片
言
解
説
増
補(日
本
古
典
全
集)

六
年九
月
わた
くし

雨(
方
言創刊
号)

六
年
十
月
吉
利
支
丹
文
学残
関
(国
語
国
文)

六
年
十
月六
日
日
本二
十六
聖
者(
大
阪
毎日
新
聞)

六
年
十一
月
大
言
海
(
第一
巻)
序文

七
年一
月
雲
雀
随
筆
(岩
波
講
座日
本文
学
第八
回
附
録
『
文
学』)

七
年三
月二
十九
日 、
三
十一
日
イン
チ
キ
とい
ふ
隠
語
上・
下(
新

愛
知)

七
年三
月
生
川正
香の
遺
著
数種
(
毒物の
趣
味)

七
年
十
月
星
桂
漫
筆
(
外
来語
研
究創刊
号)

七
年
十一
月五
日
京
都の
南
蛮
寺
(日
出
芸
林 。
の
ち
余録)

七
年
十一
月二
十八
日
吉
利
支
丹
版
稀
書の
回
収
(大阪
朝日
新
聞)

七
年

吉
利
支
丹
文
学(日
本文
学大
辞
典
新
潮社〉

八
年一
月
方
言
覚書(
方
言三
の一)

八
年三
月
言
語
学概
説(「
続
国
文
学講
座」
昭
和
四
年一
月
よ
り六

年

八
月まで
八
団
連載の
も
の
を
合本と
す〕
(文
献
書院)

昭
和
八
年四
月
言
語
学概
論(岩
波
講
座日
本文
学〉

八
年

スコ
ール

の
原
語
其
他(
外
来語
研
究第二
締)

八
年

金
雀
花(エニ
シ
ダ)
の
原
名
(
外来語
研
究
第三
総)

八
年

海
外の
万葉研
究(万葉
講
座二 、
研
究
方法
編)

八
年七
月
和
蘭語の
名
残
(
外来語
研
究
第三
輯)

八
年
十一
月一
日
楽しい
イ
ソッ
プ
(
大
阪
時事
新
報)

八
年
十二
月
標
準語の
問
題(N
H
K
『ζ
と
ばの
講座』)

九
年一
月五
日
犬三
題(
大阪
時
事
新
報)

九
年一
月
方
言
史談
(
方
言四の一)

九
年二
月
外
来語の
本源
と
径
路(
外来語
研
究ニ
の一)

九
年三
月
典
籍散語
(
書
物
展望社)

九
年
四
月
日
本
辞
書の
現実
と理
想
(
信
濃
教
育
会
東筑
摩部
会
内
国

語
学講
習
会編国
語
学講
習
録)

九
年
四
月
規範
的
対歴
史的日
本文
典(同
右)〔『国
語
問題正
義』に

は
「日
本文
典の
両
種
(
規範
的
文
典と
歴
史的
文
典)」
と
す〕

九
年
四
月
愛
著
する
海
彼の
吉
利
支
丹
版
(
書
物
展望)

九
年五
月
外来語
是
非
(
外来語
研
究二
の二)

九
年五
月
俳譜毛
吹
草(
京
大
俳句)

九
年五
月
イ
チジ
ク
と
プ
ラム
(
外来語
研
究二
の二)

九
年六
月
イソッ
プ
(
岩
波講座
世界
文
学)

九
年
十
月
外来語の
増
殖
(
平凡
社
『
大
辞典』
月報
四)

九
年
十
月
蘭
英
過
渡
期の
外来語
(
外来語
研
究二
の
三・
四)

九
年
十
月
ひ
で
すの
経(
東京日々
新
聞)〔
あるい
は
九
月十二
日
か〕

九
年
十一
月
史
伝
叢
考
(楽浪
書院)
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昭
和
十
年一
月
言語
学
概論
(日
本文
学
社〉

十
年二
月
辞
苑
(
博
文
館)

十
年二
月
遠西
叢
考(楽
浪書
院)

十
年二
月
嫡
牛
礼
譲
(
中
央公
論)

十
年二
月
南
蛮文
学
(
岩
波
講
座
日
本歴
史)

十
年三
月
国
語
系
統
論
(
国
語
科学
講
座町
『
国語
学』
明
治書
院)

十
年九
月
大
言海
(第
四
巻)
後
語 。

十
年
十二
月
時間を
測る
器 。
亜
刺比
亜
馬と
波
斯
馬 。
首
級
露
(
現

代随
筆
全
集八
の
内 。
金
星
堂)

十一
年
四
月
巧2円。
E
H口出
5ロロ0
0ロ
』
3
220
呂田門O吋可
SL

。ロ-Z3
5
向島ユ戸2
310含
(
国
際
文
化
振
興
会)

十一
年五
月
イソッ
プ
物
語
(
岩
波
『
教
育
学辞
典』)

十二
年二
月
拍子
木(
文
芸
春秋)

十二
年九
月
国
語
運
動と
国
語
教
育
(
岩
波
講
座
国
語
教
育)

十二
年
十
月
晩
香玉
(
武
藤教
授
在
職三
十
年記
念
論文
集
商業と

経
済
一
八
の一
長
崎
高
商)

十三
年一
月
セ
イ
ウ
チ
(
海
象)
考
(
外来語
研
究
四の二)

十三
年二
月
言
苑
(
博
文
館)

十三
年八
月
浜田
青
陵
博士の
追
憶
(
考
古
学
論
叢
浜田
博士
追
悼

口写)

十三
年
十
月
『
天
草版
金
句
集の
研
究』
序(
吉
田
澄
夫
『
天
草版
金

句
集の
研
究』 。
東
洋
文
庫
論
叢二
四)

十三
年
十二
月
林
若
樹翁を
憶ふ
(日
本古
書
道
信)

十三
年
十二
月
イソッ
プ
物
語
(
少
年
少
女
世
界
文
庫
十五

活)
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山書

昭
和
十
四
年二
月
全
独訳
万
葉
集の
先
駆
(心の
花)

十
四
年三
月
天
草
本
伊
首保
物
語
(
岩
波文
庫)

十周
年五
月
国
諮
問
題の
根
本観
念
||国

語
調査に
対する
回
顧と

憂慮
||(国

語
国
文
九の一
一〉

十
四
年六
月
陽
明
文
庫
に
就て
(
京都
美術
青
年
会
誌)
〔
十三
年五

月八日
京
都
美
術倶
楽
部
講
演か 。
改題
「陽
明文
庫の
話」〕

十
四
年七
月
海の
足
(女性 。
プ
ラ
トン

社)

十
四
年八
月
南
蛮
更
紗
(
改
造
文
庫)

十
四
年
十
月
十日
さび
し
き
中
庭
(
浜田
博士
追
悼)
(浜田
先
生
追

悼
録
京
大
考
古
学研
究
室)

十
四
年
十一
月一
日
切
支丹
使
節の
羅
馬入
(迎
刊
朝日)

十五
年二
月
明
治
時
代の
回
顧(
明
治
天
皇
記
念館
講
演録 。
大阪
市)

十五
年三
月
英訳
万
葉
集(
分
担)

十五
年三
月二
十一
日
海
外雄
図の
回
顧
(
大
阪
朝日
新
聞)

十五
年四
月
木
炭
随
筆
(
文
芸
春秋)

十五
年四
月一一
十三
日
南
蛮趣
味
と
茶道
(
京
都
朝日
会
館
講
演 。

の
ち
吉
利
支
丹研
究
余
録に
収
む)

十五
年
十一
月
万葉
図
録
(
佐々
木信
網と
共
編 。
靖
文
社)

十五
年
十一
月
日
本の
言
葉
(創
元選
書
創元
社)

十五
年
十一
月
極
(
靖
文
社)

十五
年
十一
月
人
麿
歌
碑
撰文
(
奈良
県
宇陀
郡
大
宇
陀町
迫間
長山

上
建碑)

十五
年
十二
月
新
東亜
建設と日
本語の
問題(啓
明会
講
演
集
百一〉

十五
年

南
蛮文
化につ
い
て
(
紀元二
千六
百
年歴
史
展
講
演 。

余
録)
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昭
和
十
六
年
二
月

国
諮
問
題
正
義
(
白
水
社)

十
六
年
二
月

伊
京
集
解
題
(
本
書
は
帝
同
図
書
館
編。

便
利
堂
刊。

の

ち
選
集三)

十
六
年四
月

霊
山
集
(
短
歌
百
首。
草
木
屋)

十六
年五
月
日
本
吉
利
支
丹文
化
史(
大
観
日
本
文
化
史的
書
地人

書
館)

十
六
年六
月
桜
準語の
採
定基
準(
放
送
一
一
の
五)

十六
年
十一
月
語
梨の
変遷
(
国語
文
化
講
座
二
国
語
概
論
筋
朝

日
新
聞
社〉

十七
年二
月
『
吉
利
支
丹語
学の
研
究』
序(
土
井
忠
生
著同
苔 。
三
省

堂)

十七
年
六
月

言
葉の
歴
史
(
創
元
選
書)

十七
年四
月二
十日
南
方
語との
親
縁
||

最
近二
十
年
間の
成
果
|

(
東
京
朝
日
新
聞
日
本語の
南
方
進
出
特輯)

十七
年五
月
真
如
親
王の
御
遺
践
に
つ
い
て
(
史
蹟
名
勝
天
然
記
念

物)

十七
年八
月五
日 、
九
月二
十日
南
蛮文
学の
性
格
(
京
大
新
聞)

〔
講
話
筆
記〕

十七
年九
月
ち
ぎ
れ
蚕(
叩
烏書
林)

十
七
年
十
月

男
信
を
彼
ふ
(
国
学
院
雑
誌)

十七
年
十一
月
日
本
附(
靖
文
社)

十七
年
十二
月九
目
標
準語
と
方
言(
大
阪
新聞)

十八
年四
月

南
方記
(
明
治
書
院)

十八
年五
月
新東
亜
建設
と日
本
語の
問題
(日
本
国
語
学
会一縞
『国

語の
尊
厳』
の
内 。
国
民
評
論
社)

昭
和
十八
年五
月

十八
年七
月

十八
年七
月

十八
年九
月

十八
年
十
月

十八
年
十二
月

庫)

十
九
年一
月
『
ク
ス
マ
ン
東
方
伝
道
史』
序
(
新
井
ト
シ
訳
同
書。
天

理
時報
社)

十
九
年二
月
十一
日
同
語
の
伝
統
堅
持
|

共
栄
圏
内
の
言語
教
育
|

(
京
都新
聞 。
大
東
亜
共
栄図の
文
化
昂
揚三
言語
約)

十九
年六
月
新
村山
選
集
第三
巻
史
伝
約
典籍
お(
謎徳
社)

十九
年五
月 、
九
月
頑
張
考(晶子
芸五
月 。
学
海九
月)

十九
年八
月二
十五
日
頑
張
る
語
似
考(
発表
誌
不
明 。
原
稿
存)

十九
年九
月
外来語の
話(
出
来
島
苔
庖)

十
九
年
十一
月

典
籍
雑
考
(
筑
摩
書一
民)

二
十
年
六
月

新
村
出
選
集
第
二
巻

南
蛮
筒
坤
(
養
徳
社)

二
十一
年一
月
自由の
語
義(
新
風創刊
号
新風
社)

二
十一
年一
月

自
由
懐
古
録
('X
芸
春
秋)

二
十一
年三
月
十八
日
間
語の
愛護と
民
主
化(
朝日
新
聞)

二
十一
年七
月九日
国
語
国
字の
問題
(
京
都日
日
新聞)

二
十一
年
八
月

薩
道
の
事
ど
も
(
あ
ん
と
ろ
ぽ
す
八
月
号
山
岡
書
庖)

二
十一
月
九
月九日 、
十
日
ニ
ッ
ポ
ン
かニ
ホ
ン
か
上・
下(
夕
刊

新
大
阪)

二
十一
年
十一
月二
十
四日

朝霞
随
筆(
湯
川
弘
文社)

国
語の
法
準(
倣
文
館)

聖
徳
太
子
御
年
譜
(
山
白
書
庖)

新
村
出
選
集
第一
巻

南
蛮
釘
乾
(
甲
烏
書
林)

国
語
学
叢
録(一
条
書
房)

『毛
吹
草』
解
説 、
校閲(
竹内
務
校訂
同
番 。
岩
波文
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字
凶
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問題
(
夕刊
新大
阪)



昭
和
二
十一
年
十
二
月

語
源
漫
筆
付
ど
く
だ
み
考(
国
語
国
文一
五
の一

二
十一
年
十
二
月

童
心
録
(
靖
文
社)

二
十一
年
十
二
月
十
九
日

漢
字
の
問
題
(
中
日
新
聞)

二
十
二
年
二
月

踏
絵
の
話
(
亥
立
石
「
K
・
O
-
K」
キ
ョ
l
ト・
オ

ー
サ
カ・
コ
l
ベ)

二
十
二
年
五
月

あ
け
ぼ
の
(
大
八
州
出
版)

二
十
二
年
八
月

風
薫
る
京
の
大
宮
御
所
(
文
芸
春
秋)

二
十
二
年
十
月、
十
二
月

楽
書
考
(
日
本
美
術
工
芸)

二
十
三
年
二
月

万
葉
苑
枯
葉
(
生
活
社)

二
十
三
年
四
月

吉
利
支
丹
研
究
余
録
(
国
立
書
院)

二
十
三
年
六
月
九
日
午
後
七
時
三
十
分
乙
と
ば
と
文
化
(
N
H
K
第
二

放
送)

二
十
三
年
六
月

日
本パ
ン
食士山
序
説
(
文
芸
春
秋)

二
十
三
年
七
月
二
十一
日
午
後
七
時
三
十
分

言
語
学
者
イ
エ
ス
ペ
ル
セ

ン
を
語
る
(
N
H
K)

二
十
三
年
八
月

松
笠
集
(
河
原
書
庖)

二
十
三
年
九
月

平
家
漫
筆
(
日
本
古
典
全
書
『
平
家
物
語』
上
附
録。

朝
日
新
聞
社)

二
十
三
年
十一
月

南
蛮
趣
味
と
茶
道
(
茶
道
月
報
南
蛮
特
集)

二
十
三
年
十
二
月

言
語
学
者
と
し
て
の
チ
ェ
ン
パ
レ
ン
先
生
(
佐
々
木

信
網
編
『
王
道
チ
ェ
ン
パ
レ
ン
先
生』
の
内。
好
学
社)

二
十
四
年一
月

長
寿
論
(
文
芸
春
秋)

二
十
四
年
四
月

増
補
言
苑
(
博
友
社)

二
十
四
年
五
月

聖
ザ
ベ
リ
ヨ
記
念
の
天
主
堂
(
婦
人
之
友)

新村出博士論文著書目録抄

、、J

昭
和
二
十
四
年
六
月

聖
ザ
ベ
リ
ヨ
景
仰
記(ニ
ュ
l
エ
イ
ジ。
毎
日
新
聞
社〉

二
十
四
年
九
月

小
言
林
(
全
図
書
房一)

二
十
五
年一
月

木
棋
の
思
出
(
文
芸
春
秋)

二
十
五
年
十
月

雲
の
名
(
心
の
花)

二
十
五
年
十一
月

雨
月
(
金
婚
記
念
歌
集

小
山
居
私
版)

二
十
六
年一
月

敬
語
の
将
来
|
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
の
問
題
|
(
中
央
公

→論)

二
十
六
年
二
月

語
源
を
さ
ぐ
る
(
問
書
院)

二
十
六
年
五
月

吉
利
支
丹
文
学
史
序
説
(
日
本
文
学
講
座
一二
「
中
世
の

文
学」
河
出
番一
房)

二
十
六
年
五
月

私
の
信
条
(
世
界。
二
十
六
年
十
二
月、
新
当
『
私
の

信
条』
に
収
む〉

二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

ち
?っ
ち
ゅ
う
蛸
考
(
毎
日
新
聞)

二
十
六
年
九
月

イ
ソ
ッ
プ
も
の
が
た
り
(
小
学
生
全
集
五。
筑
摩
書一
民)

二
十
六
年
十一
月

ダ
ン
テ
回
想
(
ダ
ン
テ
学
会
誌
第一
巻)

二
十
七
年
二
月
九
日
よ
り
四
月
五
日

哲
老
記
(
中
外
日
報)

二
十
七
年
三
月

皮
算
用
考
(
文
芸
春
秋)

二
十
七
年
四
月

国
語
博
辞
典
(
申
鳥
書
林)

二
十
七
年
六
月

牡
丹
の
図
〔
歌
集〕
(
白
楊
社)

二
十
八
年一
月

潟
和
川
と
潤
井
川
(
万
葉
六
号)

二
十
八
年
九
月

新
編
南
蛮
更
紗
(
創
元
文
庫

創
元
社)

二
十
八
年
十
月

新
辞
林
(
清
文
堂)

二
十
八
年
十一
月

行
雲
流
水
(『
現
代
随
筆
選』
七。
筑
摩
書一
民)

二
十
九
年一
月
三
十一
日

自
然
と
と
と
ば
(
N
H
K
編
『
乙
と
ば
の
研

究
室』

11
日
本
語
の
特
色

||)
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昭
和
二
十
九
年
二
月

二
十
九
年
三
月

社)

二
十
九
年
八
月

語
源
知
識
と
語
源
意
識
(
言
語
生
活)

二
十
九
年
十
月

新
辞
泉

二
十
九
年
十
二
月
二
十
日

現
代
の
ζ
と
ば
の
清
濁
法
(
N
H
K
編
『
乙

と
ば
の
研
究
室』
四
正
し
い
表
現)

三
十
年
三
月

吉
利
支
丹
版
と
ん
て
む
っ
す
む
ん
地

ilt
書
誌
序
説

||

(
ヒ
ブ
リ
ア
一ニ)

三
十
年
四
月
ポ
ケ
ッ
ト幸一一口
林
(
全
国
書
房)

三
十
年
五
月

羽
田
亨
博
士
の
業
績
に
つ
い
て
(
日
本
古
書
通
信
二
O
の

五)

三
十
年
五
月

広
辞
苑
(
岩
波
書
底)

三
十
年
五
月
五
月
富
士
(
読
売
新
書

読
売
新
聞
社)

三
十
年
八
月

語
詞
の
出
典
(
文
芸
春
秋)

三
十
年
十一
月、
十
二
月、
三
十一
年一
月

わ
が
七
十
年
の
学
問
生
活

(一
)
(
二)
(
三)
(
思
想

岩
波
書
庖)

三
十一
年
四
月

言
葉
の
今
昔(『
語
源
を
さ
ぐ
る』
改
訂
版

河
出
書
房〕

三
十一
年
七
月
と
と
ば
の
正
し
さ
「『
と
と
ば
の
講
座』
二
と
れ
か
ら

の
日
本
語

東
京
創
元
社)

三
十一
年
九
月
や
ま
と
言
葉
(
N
H
K
『
乙
と
ば
の
研
究
室』
乙
と
ば

の
生
い
立
ち)

三
十一
年
九
月

隠
語
の
興
味

三
十
二
年
八
月

年
輪
随
筆
(
民
族
学
研
究
二一
の一ニ)

三
十
二
年
十一
月

吉
利
支
丹
文
学
祭
上
(
日
本
古
典
全
書
朝
日
新
聞

潤
和
川
再
考
(
万
葉
十一
号)

イ
ソ
ッ
プ
物
語
(
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集一

倉d
y乙

社)
(
柊
源一
と
共
著)

昭
和
三
十
二
年
十一
月
と
ん
て
む
っ
す
む
ん
地
の
話
(
右
の
菩
附
録)

三
十
三
年
三
月

芭
蕉
句
集
に
つ
い
て
(
日
本
古
典
全
書
『
芭
蕉
句
集』

附
録

朝
日
新
聞
社)

三
十
五
年一
月

吉
利
支
丹
文
学
集

下
(
日
本
古
典
全
書

朝
日
新
聞

社)
(
柊
涼一
と
共
著)

三
十
五
年一
月

天
草
版
「
イ
ソ
ポ
物
語」
(
右
の
警
附
録)

三
十
五
年
九
月
や
ま
と
乙
と
ば
(
近
畿
日
本
叢
書
『
大
和
の
文
化』)

三
十
五
年

7
ニ
ラ
版
日
西
辞
典
に
つ
い
て
の
大
観
(
ビ
プ
リ
ア

一
七)

三
十
七
年
二
月
伯
林
の
懐
古
(
文
芸
春
秋)

三
十
八
年一
月
四
日

ウ
サ
ギ
の
語
源
(
毎
日
新
聞
夕
刊)

三
十
八
年
二
月

色
彩
情
調
(
文
芸
春
秋)

三
十
八
年
五
月

新
教
育
と
国
語
問
題
(
新
教
育
懇
談
会
叢
書
二
五)

三
十
九
年一
月
日
本
国
号
の
称
呼
に
つ
い
て(
菌
学
院
雑
誌
六
五
の一
)

三
十
九
年
七
月

佐
久
間
象
山
先
生
〔
久
保
田
収
と
共
著〕
(
象
山
会)

三
十
九
年
十
二
月

鑑
賞
小
倉
百
人一
首
(
洛
文
社)

年
月
不
明

古
典
の
新
窓
義
(
原
稿
朝
日
新
聞
社
古
典
編
集
室
に
保
存)

||
上
智
大
学
文
学
部
教
授

||
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